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環
境
改
善
な
ど
を
目
的
に
昨
年
３
月
に
水
門
が
開
放
さ
れ
、
汽
水
化
が
進
む

鳥
取
市
の
湖
山
池
で
、
生
態
系
の
変
化
に
伴
う
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
沿
岸

で
こ
れ
ま
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
フ
ジ
ツ
ポ
が
発
生
。
伝
統
漁
法

「石
が
ま
漁
」
で
使
わ
れ
る
石
が
ま
に
は
枯
れ
た
ヒ
シ
や
ヨ
シ
が
大
量
に
入
り

込
み
、
漁
は
存
続
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
　

　

（本
社

・
清
水
友
揮
）

モ

（網
）
も
破
れ
て
し
ま

つヽ
に
で
き
る
だ
け
早
く
検

一

う
」
と
、
今
季
の
漁
を
取

討
し
た
い
」
と
話
す
。
　

一

り
や
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
大
地
域
学
部
の
鶴

田
中
さ
ん
は

「
フ
ナ
を

崎
屡
募
甦
瞑

Ｓ
物

分
類

楽
し
み
に
し
て
い
る
知
人

斗
書
講
）

に
よ
る
と
、
湖

も
多
い
の
で
残
念
。
来
年

四
池
で
見
ら
れ
る
フ
ジ
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
が
、
ヨ

ボ
は
外
来
種
の

「
ヨ
ー
ロ

シ
が
枯
れ
て
フ
ナ
の
産
卵

ッ
パ
フ
ジ
ツ
ボ
」。
固
有
種

場
所
が
な
く
な
り
、
捕
れ

と
異
な
り
、
汽
水
域
に
生

る
か
ど
う
か
は
不
明
」
と

息
で
き
る
特
徴
を
持
つ
。

顔
を
曇
ら
せ
る
。　
　
　
　
　
鶴
崎
教
授
は

「地
元
の

別
の
石
が
ま
所
有
者
の

生
物
の
専
盟
家
に
意
見
を

男
性
は

「漁
船
の
給
水
管

求
め
る
こ
と
も
、
環
境
ア

に
フ
ジ
ツ
ポ
が
つ
い
て
動

セ
ス
メ
ン
ト
も
せ
ず
に
、

か
せ
な
い
」
と
嘆
く
。
石

水
門
を
開
放
し
た
」
と
行

が
ま
の
内
部
に
は
ヒ
シ
の

政
の
手
法
を
批
判
す
る
。

実
が
大
量
に
詰
ま
り
、
網

県
が
移
植
し
、
そ
の
後
死

で
３０
国
以
上
か
き
出
し
た

減
が
確
認
さ
れ
た
カ
ラ
ス

と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
を
挙
げ
、

「県
で
８

湖
山
池
で
は
最
盛
期
に

種
し
か
な
い
特
定
希
少
野

は
約
∞
基
の
石
が
ま
が
操

生
動
植
物
の

一
つ
。
自
治

業
し
て
い
た
が
、

現
在
は

体
が
絶
滅
さ
せ
る
な
ど
、

４
基
の
み
。
高
齢
化
や
石

全
国
で
も
聞
い
た
こ
と
が

が
ま
の
老
朽
化
な
ど
で
減

な
い
」
。

少
し
、
現
在
は
地
域
住
民
　
　
一
方
、
湖
山
池
漁
協
の

ら
の
努
力
で
継
続
し
て
い

郁
上
和
男
組
合
長
は

「
フ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ツ
ポ
は
水
の
浄
化
に
も

県
と
市
は
■
月
２６
日
、　
魚
の
餌
に
も
な
り
、
い
い

同
地
区
で
住
民
へ
の
説
明

面
も
悪
い
面
も
あ
る
。
１
、

会
を
開
い
た
。
住
民
か
ら

２
年
た
た
な
け
れ
ば
、
池

は
石
が
ま
に
入
り
込
ん
だ

の
状
態
が
プ」
う
な
る
か
は

ヨ
シ
や
ヒ
シ
な
ど
の
除
■
一
分
か
ら
な
い
」
と
指
摘
。

を
求
め
る
声
が
上
が
り
、
　

「私
た
ち
に
と
っ
て
は
生

県
と
市
は
対
応
を
検
討
す

活
の
池
。
淡
水
の
時
は
生

る
と
約
束
。
市
の
担
当
者

活
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

は
「
フ
ジ
ツ
ポ
は
想
定
外
。　
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

石
が
ま
を
所
有
す
る
同

が
水
没
す
る
ほ
ど
池
の
水

市
三
津
の
田
中
正
雄
さ
ん

位
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

（５８
）
は
昨
年
夏
、
石
が
ま

に
気
付
い
た
。

１１
月
ご
ろ
、

沿
岸
部
の
石
に
付
着
し
た

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

フ
ジ
ツ
ポ

ー
鳥
取
市
福
井
の
湖
山
池

石
が
ま
漁
の
様
子

１
昨
年
１
月

２‐
日
、
鳥
取
市
三
津

漁
で
追
い
込
ん
だ
魚
が
入

る
同
酌
の
手
入
れ
を
し
よ

う
と
見
る
と
、
中
に
は
大

量
の
枯
れ
た
ヨ
シ
が
詰
ま

り
、
石
に
は
フ
ジ
ツ
ボ
が

び

っ
し
り
と
付
着
。

「
魚

続の岐路に
が
入
り
に
く
く
な
り
、
夕

来
年
の
漁
に
間
一

―

編 餞 酪 馨 :

時代の元禄年間に始まつたとされる |

伝統織 魚が岩陰などで越冬する :

習性を利用し、 /vlヽの石を積み上げ
た陸テがまJに入り込んだフナなどを
中の「洞函」と呼ばれる箱に追い込ん
で捕らえる。漁期は■月下旬から 2

:月末ごろ。全国的にも珍しい漁法で、
:現在は同市三津地区のみで続けられ
:る。県の無形民俗文化財に指定され
|ている。


